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�¨ �è �” �´ �p �x �z �  �Ê �Õ ーター同士の交流を深めるため
の新たなワンフロア「アネックス」を増設し、起業家
のコミュニティ形成支援を強化した。またî回

中部圏広域産学官連携協議会」を開催し、広域で
の産学官連携による地域共通課題への対応につい
て議論、「なでしこの会」では中部圏の住みやすさ
や働きやすさ、観光の魅力について話し合い、広く
発信するイベントを開催するなどの活動を会員の皆
様や産学官の関係者とともに、進めることができた。
本年度は「ＡＣＴＩＯＮ 2025」の中間点と∵年

を る 。 の で進め き た産学官 地域 間 の
連 携 るよる 地域力活みを 橤 るし地地、地域

の 活力上をさらに進めたい。具体的には、リニア
中央新幹線開業によるスーパー・メガリージョン

形成を見据えた地域の創生、次世代モビリティを
はじめとする産業振興、カーボンニュートラル社会
に近づける革新技術の社会実装、イノベーションの
活性化など、さまざまな活動に果敢に取 り組みたい

と考えている。
例えば、イノベーションについては、ナゴヤ イノベー

ターズ ガレージを中心に、ＳＴＡＴＩＯＮ Ａiやなごの
キャンパスと連携し、新規事業の創出やスタート
アップの育成を加速させたい。また、ナディアパーク
とその周辺エリアがスタートアップ拠点としてだけ
でなく、地域の活性化に向けて若者が集まるような
まちづくりや賑わいづくりを積極的に取り組みたい。
産学連携については、今年７月に「第１回カーボン
ニュートラル共創シンポジウム」を東海国立大学機
構と共催で開催する。資源【第第て ポ鎍緋７、ィけ１積廌組組組組組

東づ 憎者 み
源

共い第 組
緋海議論を行う。

本年度は、経済・社会の潮流が大きな転換点に
あるという環 と 50 を 、 の 経 済 を

い に и 呼 呼
、 の に ʍ 22
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